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コロナ禍における防災（感染）対策

避難所の開設

～事前準備で感染症のリスクを下げる～

➢ 個人用防護具の準備

避難所運営スタッフの個人用防護具を準備し、
着脱手順や洗浄、消毒手順を確認する。

➢ 避難者の受付

事前受付で健常者と体調不良者等を振り分ける。

➢ 避難所のレイアウト



コロナ禍における受付レイアウト例
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受付の様子



コロナ禍における体育館のレイアウト例
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➢ 世帯単位でスペースを考える

➢ 他の世帯とはソーシャルディスタンス
をとる

➢ 平時の検討していた収容人数を
受け入れることはできない



新しい避難所のスペース確認等



ダンボールベットの設置状況



ダンボールベットの組立状況



健康観察等が必要な方の避難場所



教室のレイアウト例
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避難者用のベッド



福祉避難所について

１定義
市民の方が災害ために被害を受け、または受ける恐れがある場合には、まず、本
市が指定している避難所（堺市立小学校等）へ避難することとしています。
避難生活を送るうえで、高齢者、障害者、乳幼児などの方で、災害時の一般的な
避難所では生活に支障をきたす方（要配慮者）には、何らかの特別な配慮をする必
要があります。
福祉避難所は、市内に震度６弱以上の地震や、風水害による大規模河川氾濫など
の市災害対策本部※が設置されるような災害が発生した場合に、要配慮者のうち指
定避難所等での避難生活が困難など、特別な配慮を要する方を滞在させることを想
定した二次的な避難所です。

※市災害対策本部は、過去１０年において、平成３０台風２１号災害時に１度設置
されています。（通常の災害では危機管理センターでの対応となっています。）

指定避難所に指定するにあたり満たすべき基準は下記のとおりです。
①要配慮者の特性に応じ円滑な利用を確保するための措置が講じられている。
②災害時、要配慮者が相談し、または助言その他の支援を受けることができる体
制が整備されている。
③災害時、主として要配慮者を滞在させるために必要な居室が可能な限り確保さ
れている。



福祉避難所について

２福祉避難所の位置付け
原則として、市内に市災害対策本部が設置されるような災害が発生した場合に、
必要に応じて、事前に協定を締結した社会福祉施設等に設置する避難所で、要配慮
者のうち特別な配慮を要する方を滞在させることを想定した避難所です。



福祉避難所について

３福祉避難所を開設する災害
市内に市災害対策本部が設置されるような災害が発生した場合指定避難所等での
避難生活が困難な要配慮者を受け入れてもらうため、協定を締結した施設等に対し、
福祉避難所の開設を要請します。
「災害救助法の適用」については、災害による被害の程度が、災害救助法施行令に
定める適用基準に達し、または達する見込みがある場合、大阪府に対して災害救助
法の適用を要請し、知事が市町村を決定します。




